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十日町市には，
どんな地域づくりが必要？
どんなＩＣＴが必要？を分析．

ダイジンガーＩＣＴを使った
地域づくり活動，小中学校の
総合学習，博物館の研究，産
業活性活動などを企画し，市
民と共にそれらを実践．

地元ニーズの分析をもとに十
日町市の地域づくりに役立つ
オリジナルのＩＣＴ（ダイジン
ガーＩＣＴ）を開発．

十日町市を誇りとす
る有志のブログを１
つの GIS 上で融合さ
せたインターネット
対応の住民参加型
Web-GIS です．

市民が協同して地域を調べ，地域づくり
計画などを考えたりする学習や研究ため
の高度な GIS 機能，データベース機能を
搭載したハイスペックGIS です．

RFID（非接触通信型電子チップ）を
活用し，ワークショップや地域学習
での興味・関心を持続的に高めるた
めのアプリケーションです．

無線 LAN でセンサーカメラ，気象計など
を繋ぎ，野生生物の生態などをライブで
観測，即時データベース化できるサーバー
サイドアプリケーションです．
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活用プログラムの成果と課題
を検証し，ICT を使った地域づ
くりのモデルをつくる．

　「だいじなもの」，「宝物」という意味の十日町市地域の方言で，本プロジェクトでは，「十
日町市の宝物」という意味で使っています＊．　
　では，みなさんの ‘だいじんがぁ’ は何でしょうか？ 大きなクワガタだったり，集落のお祭
りだったりとそれぞれ思い浮かべるだいじんがぁは違うでしょう．それらは，どれも小さな
だいじんがぁかもしれませんが，みなさん一人一人が ‘だいじんがぁ’ を持ち合い，自慢し合い，
磨き合えば，だいじんがぁは光り輝き，十日町市はもっともっと魅力溢れる楽しいまちへと
発展していくはずです．だいじんがぁは，そんなとてつもない力をもっているのです！

だいじんがぁを市民ひとりひとりが
を探し，自慢し，磨き合い，「十日
町市の新たな魅力を生み・育てるこ
と」，「市民主体による新たな地域づ
くり活動の推進」を目指す．

地域づくり戦士

  ICT…Information  and Communication Technology（情報通信技術）の略    ワークショップ…問題解決のためでに立場や職業の違う人たちが知恵と力を出し合い協同して行う作業や研究

連動

（下から上に読んでね）

＊ひらがなの ‘だいじんがぁ’ は「十
日町市のだいじなもの」という意
味で使っています．
  カタカナの ‘ダイジンガー’は「本
プロジェクトやＩＣＴに関係す
る」用語に限って使っています．



　GIS（地図と連動した情報管理システム）って難しそうって思っていませんか？　実際，多くの
GIS は複雑な操作方法を知らないと使うことができません。
　でも，そんなGIS では，いくら役に立つと分かっていたって，その前にうんざりですよね。そこ
で，とっても簡単に操作ができるGIS を開発しました．操作は簡単でも，機能は高性能！直感的な
データベースも専門的なデータベースも思いのままにつくれます．検索方法や表示方法も色々ある
ので，お目当てのだいじんがぁをきっと見つけられるでしょう．
　小中学生の地域学習，集落活動での地域づくりワークショップ，博物館の研究活動などいろいろ
な場面に対応できます．これからの市民協同による地域づくりを目指したGIS です．

　RFID とは，超小型電子チップによる
無線通信システムのことです．
　RFID に地域通貨やポイントカードの
機能を自由に付加させるツールを開発
しました．これらをワークショップや
地域学習と連動させて，地域活性に役
立てていきます．

　無線 LAN でセンサーカメラや気象計などを繋
ぎ，地域の環境情報や野生動物などをライブで観
測するためのシステムです．集めた画像を簡単に
映像化したり、データベース化したりするアプリ
ケーションも開発しました．
　地域学習や博物館活動をもっと楽しくクリエイ
ティブなものに変えていきます．
http://www.matsunoyama.com/kyororo（キョロロのH.P.）

GIS･･･Geographic Information System（地理情報システム）の略．地図情報とその他の情報を統合的に管理・分析するシステム RFID･･･Radio Frequency IDentification（電波による個体識別）の略



　「個人の思い思いのだいじんがぁをインターネット上で自慢し合い，それがいつのまにか市民共有の
だいじんがぁデータベースとしてまとまっていく」なんてICTがあったらいいと思いませんか？
　そんな‘あったらいいな’を形にしました．
　ダイジンガーブログというからくりが仕込まれたブログを使えば，個人（自分）のブログに投稿した情
報を，十日町市民共有の『だいじんがぁマップ』にも発信することができるのです！　それらが集まるこ
とで『だいじんがぁマップ』はいつも賑わい，いつのまにか世界に１つだけの地域資源データベースへ
進化していくのです.　http://www.daizinger.jp へアクセスしてみて下さい.

　Webダイジンガーは，個人の「ブログ」と「Webマップ（Web－GIS)」を融合させたハイブ
リッドWeb-GISです．
「ブログ」は，今、流行りのブログの機能とほぼ同じですが，違う点が２つあります。
１．十日町市のだいじんがぁを誰かに伝えたいと思っていること．
２．だいじんがぁ情報の発見位置とカテゴリを登録すること．　です．

　ダイジンガーブログに登録された情報は，自動的に『Webダイジンガーマップ』にリンクアイ
コンが貼られます．つまり，『Webダイジンガーマップ』は，いつくもあるダイジンガーブログ
の情報を１つの地図上でまとめて紹介する十日町市全域のポータルサイトの役目を果たしている
のです．

　この仕組みにより，『Webダイジンガーマップ』では，広い十日町市の隅々から色々な情報が
集められ，目指している“市民協同によるだいじんがぁデータベースづくり”へ大きな一歩を踏み
出すことができました．また，『ダイジンガーブログ』を運営している個人（団体）も，登録し
た情報が十日町市全体の地域資源データベースづくり，魅力づくりへ繋がっていることに誇りを
感じてもらってます．このように『Webダイジンガーマップ』と『ダイジンガーブログ』はシス
テムだけでなく，思想や目標においてもお互い支え合い，励まし合っているのです．

地図検索はもちろん，キーワー
ド，カテゴリ，ブログなど検索
機能も充実．

地図にはGoogle Mapを使っているの
で，移動，拡大・縮小などの地図操
作も思いのまま．

登録された情報は，データベース
ツールを使って大切に保管．ま
た，この機能でWS-Dとも連動．

ダイジンガーブログメンバーには１人（１団体）１つのブログがもらえます．
このブログは，右上の２箇条以外は，自由に使ってもらって構いません．

　その代わり，ブログのデザイン，運営，責任等も全てブログメンバー個人にお任せしています．
　＊メンバーになりたい方は，裏表紙をご覧ください．

　

都市・農村の交流
　「創ろう！自分の田舎とお
かまち！」事務局による農村
生活日記や都市と農村の交
流活動を日々更新．
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生物・文化情報の発信
　「キョロロ通信」では，市
内の生き物を中心に地域の
おもしろトピックを日々発信
しています．

総合学習の成果発表
　総合学習の時間で調べた
身の回りのだいじんがぁを
子どもたちが発信．

研究活動の共有
　十日町市と市民が協同で
進める「雪・森・農プロジェク
ト」における研究成果やイ
ベント活動等を発信．

観光情報の発信
　十日町市観光協会が市内
の旬の観光情報，イベント情
報などを発信．ミス雪祭りブ
ログなども併設してます．

ローカル情報の発信
　松之山温泉組合員の協同
ブログ．松之山温泉街を中心
とした松之山地域限定のロ
ーカル情報を日々更新．

季節情報の発信
　人気の観光スポット「美人
林（ブナ林）」の四季の移り変
わりをタイムリーに発信．ラ
イブカメラとも連動．

個人の写真日記
　地元在住の写真家による
地域情報の発信．日々の生活
の中にあるだいじんぁが盛り
沢山．



　実践プログラムの目的は，ダイジンガープロジェクトの目的と同じで『だいじ
んがぁを市民ひとりひとりがを探し，自慢し，磨き合い，「十日町市の新たな魅
力を生み・育てること」，「市民主体による新たな地域づくり活動の推進」』です．

　どんなに高性能なＩＣＴも使わなければ，宝の持ち腐れですよね．
そこで，ダイジンガープロジェクトでは，ＩＣＴの技術的な研究だけでなく，
開発したＩＣＴの実践プログラム（利活用方法）の研究も一緒に進めています．

　実践プログラムは，「市民協同博物館づくり」，「小中学校の総合学習」，「市民主体の地域づくり」
の３つを柱として進めてきました．

　「十日町市の地域資源（だいじんがぁ）データ
ベース」＝「十日町市全史」の構築は，ダイジン
ガープロジェクトの大きな目標の 1つです。
　しかし，松之山地域の昆虫相１つにしたって
全体の10％も分かっていない状況です．それが，
哺乳類，鳥類・・・，有形文化財，無形文化財・・・
といった感じで数十もの地域資源単位があり，
その上，市町村合併で十日町市の面積は 590km2

にも広がりました．これだけ多様で広範囲な地
域資源を行政や一市民だけの力だけで収集・整
理するのは不可能といえるでしょう．

　しかし，地域づくり計画を立てる場面や郷土
愛を育む場面などにおいて，それらの基盤とな
る地域資源データベースの存在はとても重要で，
不可能だからと諦めていいものではありません．
 　ICT と大勢の市民の力が 1 つになれば，それ
は可能となるかもしれせん．
　ダイジンガープロジェクトでは，十日町市を
研究・展示する十日町市立里山科学館「森の学校」
キョロロを核として，キョロロを支えている市
民，十日町市を愛している市民と協同して，こ
の無謀な挑戦をはじめました．

　WS-D を使ったワークショップの情報も，
Web-D を使った総合学習の情報もこの地域資源
データベースづくりに繋がっています．
　また，キョロロでは市民の方々と共に地域資
源データベースをつくる（自然史の解明）とい

う目的で植物や昆虫の調査を行い，その調査成
果は，デジタルデータだけでなく展示物や実物
標本としても大切に展示・保管するなど，博物
館ならではの総合的な地域資源データベースづ
くりを市民と共に楽しみながら行っています．

データベース･･･database：広範囲のデータを収集・整理・保管し，利用者に必要な情報を即時に提供するシステム



  「地域づくり」って何をすればいいのでしょう？
難しい問題です．目的や方法もたくさんありま
すし，これが正解という答えもありません．
　ただ一つはっきり言えることは，これからの
地域づくりは，偉い先生や行政だけに任せっき
りではなく，そこに暮らす市民一人一人が主体

的になり，力を合わせて進めていくことが大切
ということです．
　ダイジンガープロジェクトでは，ＩＣＴの活
用，市民との協同により，効果的に市民の ‘知’
を共有化し，地域ビジョンを描くワークショッ
プ（実践プログラム）を実施しています．

　ダイジンガープロジェクトでは，子どもたち
が自ら地域を調べ，学ぶことにより地域にもっ
と誇りと愛着をもってもらうこと，そして，そ
こから地域の未来を創造してもらうことを願っ
ています．

　地域のだいじんがぁを探し，考え，伝えることの
意義を子どもたちに説明し，子どもたちに，‘どん
なものがだいじんがぁなのか’ 考えてもらいます。
また，保護者や地域の方々にアンケートすることで，
子どもたちのだいじんがぁへの関心も高まり，地域
住民と一体となった地域学習へ発展してきます．

　カメラと地図を持って，地域にだいじん
がぁを探しに行きます．だいじんがぁをの写
真を撮り，見つけた場所を地図に記録してい
きます．人とのふれあいもだいじんがぁ．道
で出会った地域の方にも取材したりして，地
域の隠れただいじんがぁを探していきます．

　発見しただいじんがぁの魅力を伝えるタイト
ルと紹介文を考えます．それらと写真を GIS
（WS-D もしくはWeb-D）へ登録し，世界で一つ
だけのだいじんがぁマップをつくっていきます．
登録された情報は共有化されるため，その場で
お友達のだいじんがぁも見る事ができます．

４．みんなにだいじんがぁを紹介しよう！
　難しそうだけど、

使ってみると簡単だよ！

地域の方のだいじんがぁも
聞いてみよう！

いろいろなだいじんがぁが
あるんだね！

１．地域のだいじんがぁって何だろう？

３．だいじんがぁの情報をGIS に登録しよう！

２．だいじんがぁを探しに出かけよう！
どんなだいじんがぁが

撮れるかな？

　

　

Ａ．テーマと調査地を決めます．
例えば，「○○地区のアートと自然を巡る観光コースをつ
くりたい」や「○○集落の放棄水田をビオトープにつく
り変えたい」などの市民の熱い願いをテーマとし，その
テーマに適した調査地を決めます．

Ｂ．新たな参加者の募集，参加者への趣旨・内容説明．

Ｃ．現地調査
カメラ，GPS，地図などの道具を持ち，地域を歩きながら，
目についたものをカメラで撮影します．（テーマに合った
ものだけを撮影するのか，無作為に撮影するのかなど，
あらかじめいくつかのルール決めておきます）

Ｄ．地域資源マップを作成します．
撮影した写真をプリントアウトし，それにコメントや感
想などを書き込んで，それをチーム共有の大きな地図に
貼り付けます．（この時，どの写真を地図に貼るかを決め
るための，「だいじんがぁランク」付けや「だいじんがぁ
カテゴライズ」したりすると効果的です）

Ｅ．地域づくりマップ（計画）を作成します．
地域資源マップにはたくさんの写真が貼られているはず
です．それらの写真を見比べながら，チーム内でテーマ
に沿って写真を選抜していきます．（観光マップをつくる
ときは，写真の選抜後に，選抜写真をめぐるルートを描
くのもいいでしょう）最後にマップやルートなどにオリ
ジナルの名前を付けます．

Ｆ．発表会
複数のチームがある場合は，完成した地域づくりマップ
をお互いに発表し合います．（１つのマップにしなくては
ならない時は，各チームのマップを選抜したり，各マッ
プの素材からＥのやり方で１つのマップをつくります）

ダイジンガープロジェクトで支援できる範囲は上記Ａ～Ｆまでです．
ここからは，計画を実行に移すための具体的なプロセスを決め，挑戦
と失敗を繰り返しながら描いた計画を実現させていきます．

GPS･･･Grobal Positioning System( 全地球測位システム）の略．カーナビなどにも使われている緯度経度測位システム

WS-D を使うと
効率アップ！

WS-D を使う
と楽しさ
アップ！

WS-D を使うと
表現力アップ
Web-D を使うと
発信力アップ

　地域に眠るだいじんがぁをＩＣＴを使い，子
ども，教員，地域が一丸となって探し，磨き上
げることで，地域の過去・現在・未来は光り輝
くものになっていくでしょう！
　

地域学習プログラムの一例

　だいじんがぁマップが完成したら，学校のお
友達に伝えるのはもちろん，文化祭などで地域
の方々にも伝えましょう．きっとみんな喜んで
くれるはず．
　Web-Dなら，授業終了後も，だいじんがぁマッ
プをどんどん膨らましていくこともできます．

ICTの使い方や授業の組み立て方によって，地域学習や情報教育だけでなく，
環境教育，理科，社会，国語などいろいろなカリキュラムへ応用できます．

だいじんがぁ探検中

地域づくりマップ作成中

地域づくりマップの発表

WS-Dを使った活動成果発表


